
体験授業（公開講座）
未来を切り拓く力を育てる
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佐賀市立若楠小学校



狩猟社会（Society 1.0）

農耕社会（Society ２.0）

工業社会（Society ３.0）情報社会（Society ４.0）

サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）
高度に融合させたシステムにより

経済発展と社会的課題の解決を両立する
人間中心の社会（Society）

https://youtu.be/249hXyODqwY?t=18


未来を切り拓いていく子ども



何ができるようになるの？ 三つの資質・能力

実際に社会や生活で
生きて働く

未知の状況にも対応できる

学んだことを人生や
社会に生かそうとする



どのように学ぶの？ 主体的・対話的で深い学び
自分の学びを振り返り次の学びや

生活に生かす力を育む。

振り返りから次の課題（めあて）
他の種目（でも使えそうだ）

主体的な学び

周りの人たちと共に考え，学び，
新しい発見や豊かな発想が生まれる。

グループ間の論議を深め，
様々な視点で考えを深める。

対話的な学び

深い学び
社会科の授業で大切なことは，

「すべての子ども」が社会的見方・考え方を獲得できるよ
うにすること。

「様々な社会的事象に転移可能な
汎用性の高い概念」



なぜ、今「社会に開かれた教育課程」の実現が求められるのか？

社会とのつながりの中で学ぶ

自分の力で人生や社会をよりよくできる実感

変化の激しい社会
ここでの経験は未来に向けて進む希望や力

社会と連携・協働した教育活動の充実



社会に開かれた教育課程の三つのポイント

①よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創る
という目標を学校と社会とが共有

③地域と連携・協働しながら
目指すべき学校教育を実現

②これからの社会を創り出していく子供たちに必要
な資質・能力が何かを明らかにし、それを学校教
育で育成










